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最
近
全
國
の
圖
書
館
、
博
物
館
に
て
、
保
存
資
料
の
收
容
能
力
不
足
顯
在
化
し
、
折
角
貴
重
の
資
料

の
寄
贈
も
有
難
迷
惑
と
云
々
。
一
方
、
寄
贈
す
る
側
は
祖
先
傳
來
の
資
料
に
加
へ
、
自
分
一
代
に
蒐
集

せ
る
も
の
を
何
と
か
後
代
に
貽
さ
む
と
思
ふ
も
、
子
孫
に
最
早
保
存
の
能
力
な
き
を
見
越
し
、
地
元
の

圖
書
館
、
博
物
館
へ
の
寄
贈
を
試
み
る
な
り
。
し
か
し
そ
の
殆
ど
は
謝
絶
に
會
ひ
、
已
む
な
く
廢
棄
處

分
と
な
る
。 

 
 

我
が
國
は
古
來
財
物
の
保
管
に
優
れ
、
漢
籍
な
ど
既
に
漢
土
に
て
は
散
佚
せ
る
も
の
を
も
多
く
含
む
。

此
を
以
て
識
者
圖
書
館
、
博
物
館
の
收
容
能
力
擴
充
を
提
言
す
。
勿
論
こ
れ
一
定
の
效
果
期
待
し
得
べ

く
も
、
果
し
て
拔
本
的
對
策
な
り
や
甚
だ
疑
問
な
り
。 

 
 

抑
も
圖
書
館
、
博
物
館
、
動
物
園
な
ど
西
歐
の
發
想
に
し
て
、
展
示
、
貸
出
を
通
し
て
地
元
住
民
の

知
識
擴
充
を
目
的
と
す
。
さ
れ
ば
個
人
は
特
に
書
物
を
自
家
に
所
有
せ
ず
、
安
價
に
借
出
し
て
教
養
を

積
む
を
可
能
と
せ
り
。
明
治
初
期
訪
歐
の
先
人
こ
の
方
式
を
初
め
て
目
に
し
、
そ
の
導
入
を
實
現
す
。

然
れ
ど
も
我
が
國
に
て
は
寧
ろ
書
物
を
書
寫
し
こ
れ
を
再
三
讀
込
む
を
主
と
し
、
か
く
て
自
家
に
藏
書

す
る
の
習
生
れ
、
室
町
期
大
藏
經
の
輸
入
、
對
漢
土
朝
鮮
の
貿
易
の
大
科
目
と
な
る
。 

 
 

西
歐
に
て
も
無
論
學
者
、
富
豪
に
汗
牛
充
棟
の
家
多
し
と
雖
も
、
大
概
は
書
籍
、
資
料
の
蒐
集
保
管

は
圖
書
館
な
ど
公
共
機
關
の
業
務
に
し
て
、
個
人
は
專
ら
こ
れ
を
利
用
す
る
に
對
し
て
、
我
が
國
に
て

は
正
倉
院
御
物
の
例
あ
る
も
、
書
籍
、
資
料
の
蒐
集
保
管
は
寧
ろ
各
個
人
こ
れ
を
行
ひ
來
り
け
り
。
こ

れ
を
文
化
的
に
見
る
に
、
畢
竟
民
族
の
文
化
竝
び
に
そ
の
遺
産
は
、
そ
の
文
化
を
擔
ふ
各
人
が
保
存
傳

承
に
一
役
買
ふ
を
基
礎
と
す
べ
き
を
思
は
ば
、
日
本
流
に
も
亦
價
値
あ
り
と
言
ふ
べ
し
。
さ
れ
ば
古
事

記
、
日
本
書
紀
、
更
に
は
源
氏
物
語
な
ど
原
本
は
既
に
失
す
る
も
、
各
地
に
存
す
る
寫
本
の
數
々
照
し

合
せ
て
復
元
す
る
を
得
。
地
方
の
舊
家
よ
り
歴
史
的
重
要
な
る
古
文
書
發
見
せ
ら
る
ゝ
例
も
亦
多
し
。 

 
 

先
の
大
戰
中
空
襲
に
よ
り
我
が
家
の
藏
書
す
べ
て
灰
燼
に
歸
す
。
其
の
中
に
芥
川
龍
之
介
全
集
あ
り
。

後
日
某
農
家
闇
米
一
俵
と
交
換
に
該
全
集
を
求
む
る
あ
り
け
り
と
ぞ
聞
く
。
米
を
惜
し
む
一
方
、
戰
中

な
ほ
、
讀
書
を
忘
れ
ぬ
農
家
の
こ
と
印
象
に
殘
り
た
り
。 

 
 

戰
後
我
が
國
の
住
環
境
激
變
し
、
地
價
安
き
が
故
に
面
積
に
餘
裕
あ
る
地
方
住
宅
よ
り
人
去
り
て
、

地
價
高
き
都
會
の
狹
き
住
宅
に
人
滿
ち
て
、
藏
書
の
習
次
第
に
廢
れ
む
と
す
。
特
に
一
子
相
續
廢
止
せ

ら
れ
、
同
胞
連
合
し
て
父
祖
の
家
宅
相
續
と
な
れ
ば
、
賣
卻
は
不
可
避
且
つ
更
地
化
亦
必
須
に
し
て
、

故
人
愛
藏
の
品
々
も
悉
く
廢
卻
の
餘
儀
な
し
。
既
に
こ
の
事
豫
見
し
生
前
身
邊
整
理
と
て
、
大
量
の
書

籍
、
日
記
、
寫
眞
に
至
る
ま
で
處
分
す
。
一
切
空
と
は
言
へ
ど
、
長
き
人
類
連
鎖
の
一
環
た
る
の
自
覺

を
も
失
ふ
に
至
ら
む
。
而
も
彼
の
地
に
は
こ
れ
を
保
存
せ
む
と
す
る
圖
書
館
あ
る
も
我
に
は
な
し
。 

か
く
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
激
化
す
る
中
、
我
が
國
の
西
歐
化
得
る
所
寡
く
、
失
ふ
も
の
の
み
多
か
る

を
放
置
せ
ば
、
外
來
文
化
の
吸
收
に
よ
り
成
長
し
來
れ
る
我
が
文
化
、
將
に
そ
の
成
長
要
因
に
よ
り
て

衰
ふ
を
懼
る
。 


